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の多様性は Vavilovのいち東及び西の間グン 持するものである『念、 Schuiz(1916)のみは
中心陀共に発達していると2とが認められた。従 古代zヂプトの第12王朝のとろの墓地から様変
って、 Vavilovの設を文字通ttz:解すれば両中 が問土し、操麦の栽培は第5玉朝にまでさかの
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